
          

令 和 ８ 年 ９ 月 １ ０ 日 

九州地方整備局 下関港湾事務所 

（株）白海 

 

下関港において「浚渫（しゅんせつ）現場見学会」を実施 
 

～港湾建設業における担い手確保への対応～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

１．日  時  令和８年９月２４日（木）９：００～１２：００ ※雨天決行 

２．集合場所  長州出島（別紙参照） ９：００集合 

３．工 事 名  令和７年度下関港（新港地区）泊地（-12m）浚渫工事（第2次） 

４．参加団体  下関国際高等学校（1年生 約30名） 

５．実施内容  長州出島に停泊中のグラブ浚渫船「アポロ18号」に乗り込み、事業概要説明、現場 

見学を行います。 

        ※ 時間は多少前後する可能性がありますのでご了承ください。 

 

※ 取材について 

１）取材の際は、作業員の指示に従い、貸与するヘルメット、ライフジャケットを着用の上、安全

に配慮した行動をしていただきますようお願いします。 

なお、万が一に備え、イベント保険に加入します。 

２）身分証明書を持参いただきますようお願いします。 

３）取材を希望される方は、以下フォームから９月１８日（金）１２：００まで 

にお申し込みください。  

■取材申し込みフォーム：https://forms.cloud.microsoft/r/4HjFS5Ezeb 

４）悪天候が予想される場合は、前日１７時までにイベント開催の有無について、ご連絡致します。 

 

 

 

 

 

 

国土交通省港湾局では、新･担い手３法（品確法と建設業法･入契法の一体的改正）の趣旨を踏ま

えつつ、「働き方改革」「担い手の育成」「生産性の向上」の取り組みを推進しています。 

九州管内においても少子化が加速する中で、港湾整備の「担い手確保」が課題となっており、九

州地方整備局下関港湾事務所[発注者]と（株）白海[受注者]は、下記の通り、次世代を担う土木技

術者の育成・確保を目的とした学生向けの現場見学会を実施します。 

 報道機関 各位  

【新・担い手３法】 

平成26年に、公共工事品確法と建設業法･入契法を一体として改正（※）し、適正な利潤を確保でき

るよう予定価格を適正に設定することや、ダンピング対策を徹底することなど、建設業の担い手の

中長期的な育成・確保のための基本理念や具体的措置を規定 

（※）担い手３法の改正（公共工事の品質確保の促進に関する法律、建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関

する法律 

【問い合わせ先】 

 国土交通省 九州地方整備局 下関港湾事務所  TEL(083)-266-3292 

      企画調整課長  藤木 敏治（ふじき としはる） 

   （株）白海 工事部              TEL(093)-751-0350   

係長      大河内 勇吾（おおこうち ゆうご） 

 

記 者 発 表 資 料 



 

 

 

 

 

 

[別紙] 

[当日スケジュール（アポロ 18号船内）] 

9：00～12：00 

・事業概要説明 

・工事概要説明 

・グラブ浚渫船「アポロ 18 号」船内見学 

・若手との交流会 

９：００（赤丸箇所） 


